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利用施設のトークリレー
「阿波あいネットに期待すること」

阿波あいネット

https://awainet.com/

阿波あいネットの前身は総務省による医療・介護を結び付けたスマートプラチナ事業でした。

徳島大学病院と全日病徳島県支部との協働作業により高評価を得て、2017年に徳島県全

域を網羅するクラウド型EHR事業としてスタートしました。その後、登録同意者も約27,000人

となり、主な病院間での相互参照、診療所等においてもデータ参照が可能であり、さらに利用

施設での画像参照も稼働しています。

現在、コロナ感染症はオミクロン株の再流行が懸念されますが、コロナ禍により、医療は社会

インフラとしてSDGｓの17の国際指標の一つとして、基本的概念の変革期にあります。社会活

動もテレワークが進み、ZOOM等によるWeb会議・研修会が日常のライフスタイルとなっていま

す。

今回、大都市圏の感染拡大において患者さんの入院受け入れが逼迫した為、在宅療養

（宿泊施設・自宅）や発熱外来等におけるオンライン診療が診療報酬で緩和されましたが、

その際のEHR登録患者さんの医療情報が共用できることは非常に有用です。

この中で阿波あいネットにより、徳島県の病院・診療所・薬局・介護施設等の利用施設間で情報が共有され、地域

医療・介護の促進に、特に災害・救急・在宅医療等の現場で有益なツールとして拡充されることを期待します。 今後は

皆様と共に登録者数・参加施設の確保に努めて参りたいと思いますので、ご協力をよろしくお願い致します。

阿波あいネット副理事長
医療法人明和会理事長
田蒔 正治

画像連携が本格始動しました！

阿波あいネットでは、令和元年度から画像相互参照基盤構築事業に取り組み、令和3年6月1日に画像連携シス

テムの運用を開始しました。これまでできなかったID-Link・HumanBridge間の垣根を超え、下記施設の画像情報を

共有できるようになりました。診療情報の共有幅が拡がり、実用性が高くなった阿波あいネットに是非とも参加し、画像

連携システムを積極的にご活用ください。

【画像公開施設】

阿南医療センター、海南病院、上那賀病院、川島病院、協立病院、市立三野病院、田岡病院、たまき青空病院、

つるぎ町立半田病院、徳島県立海部病院、徳島県鳴門病院、徳島県立三好病院、徳島市民病院、徳島赤十字

病院、徳島大学病院、博愛記念病院、日野谷診療所、美波病院、吉野川医療センター

（調整中：徳島県立中央病院、ホウエツ病院） 阿波あいネット理事 廣瀬 隼
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2018年に設立された一般社団法人阿波あいネットでは、2021年に画像連携システムの機能充実を図り、登録者

及び利用施設の皆様に役立つ地域連携基盤をめざしています。しかし、紹介状の電子媒体でのやり取りや読影記録

の発行などには至っておらず、皆様にはまだまだご不便をおかけしていること、改めて深謝いたします。

このような課題を解決し、さらに次に進めるためには、登録者及び参加施設の増加が何よりも重要なポイントです。こ

れにより利用ケースが飛躍的に増え、阿波あいネットの社会的意義や課題が明確になると考えます。既に多くの参加施

設の皆様にお願いしてますように、各医療機関単位での登録者の増加にご協力ください。紹介受け入れの際や、入退

院、逆紹介の際に、主治医の先生から阿波あいネットへの登録をお薦めいただくと、患者さんも安心して登録いただけま

す。今年度に3,000名、来年度には8,000名の登録者の増員計画を進めています。そのために、阿波あいネット事務

局からもできる限りのサポートをさせて頂きますので、忌憚ないご意見やご依頼を頂ければ幸いです。

情報がつながるICT基盤の礎は、徳島県

の医療をより良いものにしようという高い志を持

つヒューマンネットワークにあると思います。ぜひ、

国内のトップランナーとして県単位のICT医療

連携システムの育成へのご支援をよろしくお願

い申し上げます。

阿波あいネット理事長 永廣 信治

阿波あいネットニュース
「ストップ糖尿病フォーラム～当ててみんで、血糖値～」

日時：2021年11月4日（水曜日）10時～15時10分

会場：ゆめタウン徳島1階セントラルコート ~ 血糖測定の様子 ~

インスリン発見100年の節目の年の世界糖尿病デーのイベント

として、一般の方々に糖尿病への理解と偏見の排除を目指して、

糖尿病の啓発活動を行いました。

来場者に徳島県糖尿病協会オリジナルウエットティッシ750枚を

配布、血糖測定420名、健康相談（医師24名、看護師8名、

管理栄養士16名）、握力測定408名を実施しました。

同会場では「阿波あいネット」のポスター掲示や同意書の設置を行い、一般の

方に対する広報活動を行いました。阿波あいネットの意義やシステムについて熱

心な質問があり、貴重な機会となりました。

ご協力頂きました歯科医師会の先生方に、厚く感謝申し上げます。

阿波あいネット副理事長 松久 宗英


